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東南アジア地域



は じ め に

京都大学東南アジア研究センター所長 岩 村 忍

京都大学東南アジア研究 センターは、1963年1月 に学内措置 とし

て設置され、同年4月 から東南 アジア研究第1期5力 年計画にとり

かか った。1965年4月 、東南アジアの総合的地域研究を推進す る組

織として 官制化 され、 生物構造研究部門が設 け られたが、さらに

1967年 度予算で社会構造研究部門と資料室 との新設をみた。

第1期5力 年計画は1967年3月 でもって、第4年 度をおわった。

社会科学部門の現地調査が前年度でほとんど終了したので、第4郁

度においては、現地調査の重点は自然科学部門におかれ、計26名 の

スタッフが東南アジア諸国に派遣 された。現地調査研究の成果は、

研究例会で報告 されるとともに、季刊誌 「東南アジア研究」にその

中間報告が掲載 されている。養成計両として、インドネシア ・フ ィ

リピン・カンボジアに1名 ずつ留学生を派遣 した。交流計画 も幅

広 く行なわれたが、 第3回 国内シンポジウム<東 南 アジアに わけ

る医学〉は、 このテーマにかんしてわが国ではじめての企画であっ

た。図書資料整備計両も着実にすすみ、出版計画も順調に進行して

いる。

これらの事業のほか、マラヤ大学への外務省寄贈「口本研究講座」、

コロンボプランによるタイ医療.協力、アジア開発銀行な どへ専門家

を斡旋 し、東南アジア援助計画に協力することができた。

1967年4月 か ら、第1期5力 年計両の最終年に入る。本年度は、

現地調査として文部省海外学術調査経費により、タイ ・マレーシァ

生物相調査のチームを送 るが、 主として第1期 計画の とりまとめ

と、調査報告の出版に全力をそそぎたいと思 う。

今日まで計面がほぼ予定 どお り進行 しえたのは、内外の関係者の

厚情のたまものであると深 く感謝 している。 ここに、心から御礼申

しあげるとともに、今後の努力を誓 う次第である。

1967年6月30日
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調 査 研 究 事 業

東南 ア ジア研究 計画はその基本原則としてフィール ド・ワークに重点をお

く。1966年 度の現地調査としては、前年度から繰 り越 された社会科学部門の調

査 も行なったが、主として自然科学部門の調査をすすめた。参加したスタッフ

は26名 である。

1現 地 調 査

A社 会 科 学 部 門

1.タ イ地 域 調 査

村落調査は1966年 度で終了した。2ヵ 年にわた りビルマ国境のカレン族の現

地調査に従事 した飯島茂助手(東 南ア研)は 、ひきつづ き、イギリス ・アメリ

カでカレン族の文献調査を行ない、11月 帰国、同じく2年 間東北タイ農村で社

会構造の変動過程について調査をすすめていた水野浩一研修員(東 南ア研)は

8月 に帰国した。タイ地域調査の新しいプロジェク トとして、石井米雄助教授

(東南ア研)は 、5月 か らバンコクの国立図書館および国立古交書館所蔵の古

文献を利用して、19世 紀後半におけるタイ国のいわゆる農奴制の崩壊過程にか

んす る研究を行なった。

2.マ レーシア地域調査

ジョホール州エンダウの非イスラムマレー人集落に定着していた前田成文大

学院学生(文 学研究科)は 調査を終えて5月 に帰国した。

3.政 治構造と法律にかんする研究

インドネシアの軍政関係の現地調査をすすめていた神谷不二教授(大 阪市大

法学部)は6月 に帰国した。本年度か ら法律制度にかんする調査が始められ、

溜池良夫教授 と川又良也教授(法 学部)は3月 か ら1ヵ 月聞タイ ・マレーシァ

・フィリピン・イン ドネシアにおいて、比較研究の資料を収集 した。



B自 然 科 学 部 門

1.医 薬 班

(1)精 神障害にかんす る研究

加藤清助教授と笠原嘉講師(医 学部)は 、11月 に、タイ国の各地の精神病院

において精神障害者の調査研究を行ない、クロス ・カルチュラルな研究のため

の第一歩をすすめた。

② 口腔疾患にかんす る研究.

前年度の美濃口玄教授(医学部)らのタイ ・カンボジアにおける調査につづき、

本年度は小野尊睦助教授、佐藤匠助手、天野義彦助手(医 学部)が 、比較研究

の地域を拡張し、8～10月 、 タイ ・イ ンド・セ・fロンにおいて飲料水中の弗素

の歯牙におよぼす影響を調査 した。

③ 呼吸器疾患にかんする研究

東南アジアの呼吸器疾患にかんする研究は、1964年 度 よりつづけられてい

るが、本年度は前川暢夫助教授(結 核胸部疾患研究所)が8月 にカンボジアで

肺結核化学療法における初回耐性例の分布状況の調査を、佐川弥之助講師(結

核胸部疾患研究所)が12月 にタイにおける肺機能低下例の調査を行なった。

(4)生 薬生産にかんする研究

本研究は、1963年 度、 当時の生薬学教授木村康一博士によって はじめられ

たが、本年度は、木島正夫教授(薬 学部)が11月 に タイおよびホンコンで生薬

生産状況の調査を行なった。

▼ タイ語で授業をするカレンの小学校(タ イ北部) ▼ あそぶ子供達(タ イ庫部)



出歯けずりがうまい村の歯医者(タ イ南部)

種痘をうける小学生(タ イ東北部)



2,地 学 班

(1)非 鉄 金属資源 な らびに その製錬 にかんす る研究

本主題 について1964年 に タイ ・マレー シァ で調 査 を行な った森 山徐一郎教

授(工 学部)は 、本年度10月 、 ふたたび マレー シアにお もむ き、スズの製錬に

つい て調 査 した。

② 火山性地すべ りの調査

環太平洋火山帯に属するフィリピンとインドネシァの火山性地すべ りの研究

のため、山口真一教授は7月 に現地予察 を行なった。

⑧ メナム沖積平原の形成過程にかんす る調査

東南アジアの河川の沖積平原の形成過程にかんする地質学 的研究のために、

まず タイのメナム沖積平原をとりあげた高谷好一研究生(工 学部)は 、8月 い

らい、チュラロンコーン大学を基地として現地調査を続けている。

3.農 業 生 産 班

(1)熱 帯水田土壌にかんす る研究

1963年 度か ら国際稲作研究所の財政的援助のもとに、タイ ・マレーシァ・セ

イロンで、熱帯水田土壌調査研究を行なってきた川口桂三郎教授(農 学部)は 、

本年度は久馬一剛助手(農 学部)と ともに11月か ら翌2月 にかけ、東パキスタ

ン・カンボジアにおいて、調査を行なった。この研究の一環 として、松尾嘉郎

助教授(農 学部)は8～9月 、 タイ ・マラヤ ・カンボジアの水田の湛水期にお

ける土壌分化の様相を調査 し、また服部共生助教授(京 都府大農学部)は1～

2月 、渡部忠世助教授(京 都府大農学部)と ともに、北タイの土壌の立地学的

研究を行なった。

▼ 豚の餌をつくるカレンの少女(タ イ北部)
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竹できずかれた昔ながらの取水堰(タ イ北部)

かんがいによる乾季のすいか栽培(タ イ中央部ノ

② 水稲の植物栄養学的研究

1965年 度からタイにおいて研究を行なってきた福井

捷朗大学院学生(農学研究科)は1966年6～ 翌2月 、タイ

米穀局技術部試験場を基地 として、主 としてメナム沖

積平原における水田の窒素天然供給量や水稲の生育相

の研究をつづけた。なお、高橋英一教授(農 学部)は

8～9月 に、タイ ・マラヤ ・カンボジアの水稲につい

て、 ア ミノ酸代謝を 中心とした 研究を行 な うととも

に、福井大学院学生の研究を指導 した。

(3)水 稲 の病害 にか んす る研究

1965年 度 に タイ ・マレーシア ・カ ンボ ジアにおいて、

主 として出穂前 の病 害 を研究 した赤井重恭 教授(農 学

部)は 、本 年度 は11月 に、 タイ ・マラヤ ・フィ リピン

で 出穂 後の病害 を調査 した。

(4)'農 業水利にかんする研究

冨士岡義一教授(農 学部)は 海田能宏大学院学生(農

学研究科)と ともに、3月 か ら2ヵ 月のあいだ、タイ

・マラヤの農業水利開発方式ならびに水田用水の合理

的利用 と末端配水組織にかんする調査を行なった。

伺 家畜改良にかんする研究

前年度にタイ ・マレーシア ・カンボジアの家畜改良

にかんする研究を進めた西川義正教授(農学部)は、研

究の重点をマラヤにお くことにきめ、2月 にマラヤに

赴き、家畜改良研究の基礎方針をたてた。その指導に

もとついて佐々江洋太郎大学院学生(農学研究科)は、

現在ジョホール州のクルアン畜産試験場に滞在 し研究

中である。

(61木 材 にかんす る研究

南 方材 の輸入 がわが国に とって非常に重 要になって

きてい る事情にかんがみ、貴 島恒夫教授(木 材研究所)

は 、10～11月 に タイ ・マレー シアで木 材生産利 用状況

を予察 し、あわせて クアラル ンプールにおけ るマレー

シア木 材利用会議 におい て講演 した。



チ ャイナー トのかんがい用取水堰(タ イ)

共同作業による村の堰つくり(タ イ東北部〕



皿 研 究 例 会

1966年 度においては、第96回 か ら第119回 にいたる計24回 の研究例会が開催

された。

皿 調査 研究計 画 の ための 予備 調査

京都大学横田実事務局長は中村賢二郎庶務課長とともに1967年2月 、 タイ ・

カンボジアに赴き、東南アジア研究センターの活動状況を視察した。

IVバ ンコ ク連絡 事 務所

1966年度のバンコク連絡事務所の運営には石井米雄助教授があたった。日本

か らはもちろん、諸外国の訪問者が累年増加 してきた。

養 成 事 業

1.

2.

留学生

1966年度の留学生 として下記3名 が東南アジア諸国へ派遣 された。

法 貴 誠 大学院学生(農 学研究科)

農業機械学専攻 国際稲作研究所(フ ィリピン)

野 口 英 雄 大学院学生(工 学研究科)

建築学専攻 バンドン工科大学(イ ン ドネシア)

坂 本 恭 章 助手(東 京外大AA研)

クメール語専攻 カンボジア

奨励金受給者

1966年 度研究奨学生 としてつぎの3名 が採用 された。

水 野 浩 一(東 南 アジア研究センター研修員)

坪 内 良 博(交 学部研修員)

ただ し、1966年5月1日 づけで東南アジア研究センター助

手に採用のため、4月 末で打ち切 られた。

高 谷 好 一(工 学部研究生)
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水祭りの行列(タ イ北部〉

交 流 事 業

1.シ ン ポ ジ ウ ム

セ ンター主催第3回 国内 シ ンポジウムと して、「東南 アジア医学 シンポ ジウム」

が、10月1～2日 、京 都会館 において、厚生省、 海外技術協 力事業団 との共催 の

下 に開か れた。 この シンポ ジウムには、 全国関係 機関か ら、約100人 の専門家

が あつ ま り、寄生虫、 ウイルス性疾患、性病、結 核の4部 会 に分か れて熱心 な

討議 が交 され た。 シンポジ ウムのプ ロシーデ ィングは、r東 南 アジア研 究』第4

巻第4号 として刊行 され、その英語版である

Asia

い る 。

(仮題)が Symposium Series No. 4

Medical Problems of Southeast

として近 く出版の運び となって

2.外 国人専門家の招聰

本年度 も、センターは欧米および東南アジア各地より多くの訪問者を迎え、

海外学術研究機関 との交流はますます盛ん となってきた。下記の諸権威の来口

に際 しては、とくにセンターに招いて、セミナーを開いた。

1966年7月

1966年8月

1966年12月

1967年3月

Dr.SaulRose(オ ク ス フ ォー ド大 学)

Dr.RobertF,Chandler(国 際 稲 作 研 究 所 長)

Dr.UngkuA,Aziz(マ ラ ヤ 大 学 経 済 学 部 長)

Dr.SumantriBrodjonegoro(イ ン ドネ シ ア 大 学 総 長)

3.東 南 アジア研 究 センターか らの海外学会 な どへの 出席

岩村所長 は、1966年3～4月 渡米 し、HRAF理 事 会 に出席す るとと もに、

フォー ド財 団を訪れ、 またイ ンデ ィアナ大学 な ど諸大学、研 究機関 を訪 問 して

研究交 流な どにつ き意見 の交換 を行 な った。

西 占貢教授(医 学部)は 、1966年1月 に、 イ ン ドのアグ ラにおけ るアジァ救

ライ協会 主催 の国際 ライ学会 に 出席 した。

1966年12月 に はビルマ問題 の世界 的権威で あ るニューヨー ク大学 のFrank

Trager博 士 を招聰 して ビル マ問題 にか んす る特 別講演を依頼 した。

また タイ国NationalResearchCouncilのBoonthomDhamcharee女 史 を

招待 し、 タイ国にお け る研究協 力につ いて意見 の交 換を行 な った。
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図書資料整備事業

1.HRAF室

京 大附 属図書館 に1965年7月HRAF室 を 匪設 してい らい、利用者が ち くじ

増 えて きた。

2.セ ンター図書資料室

研究計画 の進展 に とも.ない、東南 ア ジア関係 の図書資料 の収集 をはか ってい

る。

出 版 事 業

1.ReportsonResearchinSoutheastAsia

SocialScienceSeriesNo.1 としての前田清茂講師(天 理大学外国語学部)

AlorJanggus,aChineseCommunityinMalaya

No.2と しての渡部忠世教授(鳥 取大学農学部)

と 、 NaturalScienceSeries

Glutinous Rice in Northern

Thailandと が 印刷 中である。

2.SymposiumSeries

SymposiumSeriesNo.2

WaterResource

'ies⊥VO
・G;

Utilization

Japan'sFutureinSoutheastAsia

inSouthcastAsia とが刊行 された。

と 、 No.3;

3.季 刊 「東南 ア ジア研究』

第4巻 第1～5号 計5冊 が出版 された。

4.所 報

『東南 アジア研 究 センタ・一所報1965/1966』 が 日英両文で刊行 された。

金曜日に村のモスクにあつまる人々(マ ラヤ北西部)
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タ イ と マ ラ ヤ の 婚 礼

タ イ南 部 イス ラム教 徒 の婚礼

▲星占いに よ って 日どりが

きまる

▼お祝いにあつ まった人 々

▼花婿の一行が通行税をは

らいながらやってくる

▲婚礼のクライマックス 新郎

新婦が並んですわる



身なりをととのえる花婿

むすめの衣装 帖

タ イ北芒

花嫁姿に一瞬涙がうかふ

花婿の足をすすいで恭順の意をあらわす花嫁

花婿は押し問答の末花嫁の家へ入ることを許される
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新夫婦誕生

E婦の衣装(右)へ

フレン族 の婚 礼

祝いの宴

家の精霊に祈る



結納をうけとる娘(タ イ東北部.1

新郎新婦の縁がため(タ イ東北都〉

東北 タイとマ ラヤの婚礼

サルタン風の衣装をつけた花嫁花婿(マ ラヤ北西部♪

イスラム教による結増契約式(マ ラヤ北西部ノ
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1967年 度 事業の展 望

1967年 度は、東南アジア研究第1期5力 年計画の最終年度にあたる。現地調

査は、若干の計画を残して、1966年 度でほとんど予定通 り終わった。1967年 度

は、研究成果のとりまとめと、第2期5力 年計画の準備に主力をそそぐ。

調 査 研 究 事 業

1現 地 調 査

1,タ イ ・マレーシァ生物相調査

タイ ・マレーシア生物相の調査をテーマに、文部省科学研究費補助金(機 関

研究海外学術調査)を 受けることになった生物班では、芦田譲治理学部長をリ

ーダーに、7月 末か ら11月中旬まで、野外調査を行なう。

調査参加者はつ ぎの9名 である。

芦田譲治理学部長=調 査の総括と現地における折衝

平野実教授(教 養部):タ イの渓水藻類

田川基二助教授 ・岩槻邦男助手(理 学部)1タ イとマラヤのシダ植物

福岡誠行大学院学生(理 学研究科):タ イとマラヤの種子植物、植物地理

北川尚史助教授(奈 良 教 育 大):タ イとマラヤのコケ植物

清水建美助教授(信 州大教養部):タ イとマラヤの種子植物、好石灰岩植物

小山博滋技官(国 立科学博物館):主 としてタイ の桶子植物

上野俊一技官(国 立科学博物館):主 として タイの昆虫類

医薬班の布藤昌一講師(京 都薬大)は 、現地において生物相の調査班 と十分

連絡をとりながら調査を行な う予定である。

生物相調査班は、 タイ国では、前回の調査で得た資料の補充 と再検討を主目

的とし、森林局のTemSmitinand氏 らと協力 して調査を行な うことになって

いる。 マラヤでは、 タイ国半島部との比較のための資料を整えることを主目的

とす る。
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村の取水堰で魚をす くう(タ イ東北部)

川でとれた魚のいろいろ(タ イ東北部)



今回の調査によって、 これまでよく知 られていなかったタイ国の高等隠花植

物相は、近隣の地域以上に詳 しく知 られ ることにな り、今後の植物学の進展の

ために重要な基礎資料を提供することになる。

2.メ ナム沖積平原の形成過程にかんする研究

前年度につづ き、高谷研究生は、 メナムデルタの形成過程の現地調査 を5月

末まで行な う。

3.熱 帯水田土壌にかんする研究

東南アジアおよび南アジアの稲作土壌の組織的調査 と熱帯環境下における湛

水土壌の物質変化の研究を目的とする本研究は、国際稲作研究所の研究資金に

より1963～4年 のタ・f国の調査い らい、昨年までにカンボジア ・タイ ・セイロ

ン ・東パキスタンで調査をすすめた。本年度は川口教授、久馬助手、古川久雄

助手(農 学部)に よって1967年12月 か ら1968年2月 にかけイン ド東部の主要稲

作地域の調査を行な う。すなわち、対象地域内において水稲生育パターン、収

量、土壌母材、地形面などにより区分 され る各地区を決定 し、ついで各地区の

代表的土壌についてpedologica1な らびにedaphologicalな 現地調査を実施す

る。同時に土壌試料を採取し、京大農学部の研究室において:地力の解明、稲作

の改一良上必要な室内実験をす る。

4.東 南アジアにおける水稲の植物栄養学的研究

福井捷朗助手(東 南ア研)は 昨年度につづき、バンケンのタイ米穀局技術部

試験場に実験室を、 メナムデルタの十数ヵ所に実験場をもって、本年度中、水

稲の生育相 と水田における窒素の天然供給状態を調査研究す る。

5.東 南 アジアの家畜改良にかんする研究

前年度か ら佐々江大学院学生は、マレーシア、 ジョホール州のクルアン畜産

試験場に6月 末まで滞在し、家畜改良にかんす る研究をつづける。

割礼の儀礼(タ イ南部) 少年をのせて村中をねりあるく 川の精霊に祈ってから身をきよめる



H第2期 計 画 のため の予 備調 査

第2期5力 年計画をすすめるため、東南アジア諸国

に約7名 の関係者を短期間派遣 し、実情調査 ・資料収

集にあたるとともに、政府機関 と交渉す る。

IHバ ン コ ク連 絡事 務所

バ ンコク連絡事務所をひきつづ き運営す る。本年度

は、福井助手が責任者 となる。

養 成 事 業

タイ東北部の水祭り

長老に教えをこう村の呪術師(タ イ東北部)

1,留 学 生

カンボジアでクメール語を研究 している坂本助手は

8月 まで、バン ドン工科大学で建築学専攻の野口大学

院学生およびフィリピン、 ロスバニョスの国際稲作研

究所で農業機械学専攻の法貴大学院学生は1月 まで、

それぞれ現地に滞在す る。

三谷恭之研修員(文 学部)は 本年度のフルブライ ト

留学生として、言語学研究のため、米国コーネル大学

にお もむく。

2.奨 励 金 受給 者

1967年 度研究奨学生として、つぎの2名 が採用され

た。

高 谷 好 一(工 学部研究生)

三 谷 恭 之(文 学部研修員)

交 流 事 業

1.シ ン ポ ジ ウ ム

1967年6月24～25日 に、 センターが派遣 した農学関

係 者を集 めて、 「東南 ア ジア農業 技術」 にかんす るシ

ンポ ジウムを行 ない、農業技 術改良 の問題点 とその対

策 を明 らか にす る。

また12月 下旬 には、 「東南 ア ジア農業開発」 の経済

的側面 にっいて、 フ リーな討議 を目的と して、10人 ば

か りの専 門家か らなるシ ンポ ジウムを開 く。

2.外 国人専 門家 の短期 招聴

諸外 国 との研究交流 を密 に し、東南 ア ジァ研究にお

ける各 国の最新 の成果を とり入れ るため、1967年 度 に

は、約4名 の外 国人専 門家 をまね く予定 である。



3.東 南 ア ジア研究 センターか ら専門家の欧米 派遣

1967年4月 に、岩村 所長は、 日米民間人会議 出席 を機会 に、 フォー ド財団、

でンデ ィァナ大学 な ど関係機関 を訪問す る。

8月 ミシガ ン大学 で開催 され る第27回 東洋学 者会議 には、 パネ リス トとして

本岡武教授(東 南 ア研)を 派遣 す る。

図書資料整備事業

1967年 度 予算で、 センターに資料部の設置が認め られた。 これ を機会 に、H

RAF室 の 整備 と資料室の充実 とに、い っそう努力 したい。

出 版 事 業

1967年 度 は、ReportsonResearchinSoutheastAsia10冊 、Symposium

Series2冊 、 東南 ア ジア研 究 双 書2冊 、季刊誌r東 南 アジア研究」第5巻 第

1～5号 、r東 南 アジア研究 センター所報 』邦 文、 英文各1冊 、計21点 の 出版を

計画 してい る。

建 物 新 築

1967年 度 予算 で もって、東南 ア ジア研究 センターの オフ ィスの新築が認 めら

れ た。 本年 度内に延 約1,000m2の 建物 が京 都大学本 部構 内に新築 され る予定

で あ る。

お わ り に

1966年4月 、東南アジア開発閣僚会議が東京で開催され、わが国は東南アジ

ア開発協力に真剣にとり組みはじめた。 しかし、わが国の東南アジアについて

の研究がいかに不十分であるかが痛感され る。1967年 度予算で社会構造研究部

門と資料部門とが認められ、センターは2部 門1資 料室とい う構成になって、

オフィスも新築されるはこびとなった。 この組織を十分に生かすとともに、東

南アジア研究をよ り組織的にすすめるためにセンターが所期の5部 門1資 料室

まで拡充 されることが望まれる。

機を織る山地民の娘とまねてあそぶ女の子(タ イ北部)
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東南アジア研究センター研究担当教官名簿

所 属 職 名 氏 名 研 究 題 目

東南アジア
研究センター

文 学 部

教 育学 部

法 学 部

所長(兼)文 博 岩 村

教 授
助教授
助 手
助 手
教 授
教 授
教 授
助教授
教 授
教 授
助教授
助教授
助 手
助 手
教 授
教 授
教 授
教 授
教 授
教 授
教 授
教 授
教 授
教 授
授

農博 本 岡
石 井
坪 内
福 井

丈博 泉 井
交博 織 田
文博 池 田
文博 西 田
法博 相 良
文博 佐 藤
森 口
小 田
栗 本
村 田

法博 申 田
法博 田 畑
法博 猪 木
磯 村

法博 平 場
溜 池
福 島

法博 道 田
法博 勝 田
香 西
川 又

教 授 京大法博
助教授

忍

武
米 雄
良 博
捷 朗
久之助
武 雄
義 祐
龍 雄
惟 一
幸 治
兼 二
武
一 男

翼 夫
淳 一
茂二郎
正 道
哲
安 治
良 夫
徳寿郎
信一郎
吉太郎
茂
良 也

上 山 安 敏
清 永 敬 次

経済学 部
理 学 部

助教授
助教授
助教授
助教授
助教授
教 授
教 授
教 授
助教授
助教授

園 部
龍 田
高 坂
村 松

経博 鎌 倉
理博 芦 田
理博 小 沢
理博 久保寺
理博 田 川
理博 吉 川

逸 夫
節
正 尭
岐 夫
昇
譲 治
泉 夫
章
基 二
恭 三

助 手 京大理博 岩 槻
医博 美濃口
医博 西 村
医博 西 占
医博 加 藤
医博 小 野
医博 岡 田
医博 笠 原
医博 天 野
薬博 井 上
薬博 木 島
薬博 秦
理博 滝 本
工博 吉 住
工博 向 井
工博 松 尾
・工博 森 山

鈴 鹿
工博 』入 江
理博 港
河 野
日下部
中 広

邦 男
医 学 部 教 授

教 授
教 授
助教授
助教授
助教授
講 師

医学部附属病院 助 手
薬 学 部 教 授

教 授
助教授

工 学 部 教 授
教 授
教 授
教 授
教 授
助教授
助教授
講 師
講 師
助 手
助 手

玄
秀 雄
貢
清
尊 睦
誠太郎
嘉
義 彦
博 之
正 夫
清 之
清
永三郎
滋
新一郎
徐一郎
恒 茂
恒 爾
種 雄
伊一郎
吉 彦
吉 孝

東南アジアの社会

東南アジア諸国の農業開発
タイ国近代史
マラヤ農村の社会構造

東南アジアの水稲の栄養生理
マライ・ポリネシア諸語の比較言語学的研究

東南アジアにおける村落の研究

東南アジアにおける家族および村落の研究

東南アジア言語の研究

東南アジアの近代化 と教育の役割

東南アジアにおける仏教(禅 法)の 比較研究

東南アジアの近代化と教育の役割

東南アジア地域における教育内容

東南アジアの近代化と教育の役割

同 上

東南アジア諸国の比較法的研究

東南アジアにおける国際関係

東南アジア諸国家における政治組織 と政治過程

東南アジア諸国の比較法的研究

同 上

同 上

東南アジア諸国家における政治組織 と政治過程
東南アジア諸国の比較法的研究

東南アジアの諸国の政治思想の研究

東南アジア諸国家における政治組織 と政治過程

東南アジア諸国の比較法的研究

同,上

東南アジア諸国家における政治組織 と政治過程

同 上

東南アジア諸国の比較法的研究

東南アジアにおける国際関係

東南アジア諸国の比較法的研究

東南アジアの経済近代化の阻害条件

東南アジアの植物の研究

東南アジア地域における地震および地殼変動

東南アジアの火 山および地震の研究

東南アジアの植物相の研究

東南アジアにおける陸水の研究

東南アジアのシダ植物相の研究 層

東南アジアの飲料水中弗素量と斑状歯発症との関係
東南アジアにおける先天異常の研究

東南アジアにおけるらいの研究
タイ国における精神障害者の精神医学的調査

東南アジアにおける口腔がんの疫学的研究

東南アジアにおけるらいの研究

タイ国における精神障害者の精神医学的調査

東南アジアの飲料水申弗素量 と斑状歯発症 との関係

医薬資源 としての東南 アジアの植物の研究

東南アジアにおける薬用植物、生薬の調査研究
同 上

東南アジアにおける酸性火成岩に伴 う鉱床の研究

東南アジアにおける地下資源の探査

東南アジアにおける鉱産資源の選鉱に関する研究
タイ国における土質、地下水に関する研究

東南アジアの非鉄金属 ・希有金属資源ならびに製錬

東南アジアにおける酸性火成岩に伴 う鉱床の研究

東南アジアにおける地下資源の探査

東南アジアにおける酸 性火成岩に伴 う鉱床の研究
タイ国における土質、地下水に関する研究

.東南アジアにおける酸性火成岩に伴 う鉱床の研究

東南アジアにおける鉱産資源の選鉱に関する研究



所 属 職 名 氏 名

農 学 部

農 学 部
附属演習林
教 養 部

化学研究所
人文 科 学
研 究 所

結 核胸部
疾患研究所

木材研究所

教 授 農博 川 口 桂三郎
教 授 農博 乗 原 正 信
教 授 農博 赤 井 重 恭
教 授 農博 上 坂 章 次
教 授 農博 三 井 哲 夫
教 授 農博 四手井 綱 英
教 授 農博 赤 藤 克 己
教 授 農博 長谷川 浩
教 授 農博 西 川 義 正
教 授 農博 沢 田 敏 男
教 授 農博 冨士岡 義 一
教 授 農博 原 田 浩
教 授 農博 高 橋 英 一・

教 授 ぞ診・9ンコ 貝 原 基 介yシン大)
教 授 西 口 猛
助教授 農博 田 中 正 武
助教授 農博 堤 利 夫
助教授 菊 地 泰 次
助教授 農博 細 井 寅 三
助教授 農博 南 勲
助教授 阿 部 亮 耳
助教授 農博 松 尾 嘉 郎
助教授 亀 谷
助教授 佐 伯 浩
助教授 北 村 貞太郎
助教授 飯 島 茂
助 手 京大農博 河 津 一.・儀
助 手 京大農博 久 馬 一 剛
助 手 京大農博 小 林 達 治
助 手 荻 野 和 彦
助 手 海 田 能 宏
助 手 古 川 久 雄

助 手 渡 辺 弘 之

教 授 柴 田 実
教 授 農博 山 下 孝 介
教 授 文博 藤 岡 謙二郎
教 授 久 米 頂 之
教 授 理博 吉 井 良 三
教 授 大 浦 幸 男
教 授 西 村 睦 男
教 授 平 野 実
助教授 安 藤 昭 一
助教授 尾 崎 雄二郎
教 授 理博 水 渡 英 二

助教授 文博 日比野 丈 夫

助教授 吉 田 光 邦
助 手 船 越 昭 生
助 手.石 毛 直 道

教 授 医博 長 石 忠 三

教 授 医博 内 藤 益 一
助教授 .医 博 寺 松 孝
助教授 医博 前 川 暢 夫
講 師 医博 佐 川 弥之助
教 授 農博 満 久 崇 麿
教 授 農博 北 尾 弘一郎
教 授 農博 貴 島 恒 夫
教 授 農博 山 田 正
助教授 農博 木 村 良 次

研 究 一題 目

東南アジアの水田土壌

タイ国に適応せる農業簿記様式の研究

東南アジアにおける作物の病害に関する研究

東南アジアにおける飼料申の微量元素含量の分布

魚毒性成分含有植物の探索とその成分の化学研究

東南アジアの自然環境の研究

東南アジアの稲品種の種生態学的研究

東南アジアにおける稲作に関する研究

東南アジア地域における家畜の生産性に関する調査

東南アジアにおける農業水利施設の研究

東南アジアにおける土地水資源と農業開発

南方材の きず(欠 点)の 組織構造1こ関する調査研究

東南アジアの水稲の栄養生理

簿記調査に基づ くタイ国農業経営の研究

東南アジアにおける土地利用計画

東南アジア地域の小麦の研究

東南アジアの自然環境の研究
タイ国に適応せる農業簿記様式の研究

東南アジアにおける生果物の生産調査

東南アジアデルタの塩害コン トロールに関する研究

簿記調査に基づ くタイ国農業経営の研究

東南アジアの水田土壌

簿記調査に基づ くタイ国農業経営の研究

南方材のきず(欠 点)の組織構造に関する調査研究

東南アジアにおける農地開発計画

東南アジアにおける農村社会の研究

魚毒性成分含有植物の探索とその成分の化学研究

東南アジアの水田土壌'

東南アジア水田土壌中の窒素固定性微生物の探索

東南アジアの自然環境の研究
東南アジアにおける土地水資源 と農業開発

東南アジアの水田土壌

東南アジアの自然環境の研究

東南アジアの稲米儀礼

南方栽培植物の特性とその導入に関する研究
東南アジアの歴史地理学的都市地理学的研究

南方植物の発生生理

東南アジアのファウナ

東南アジアにおける外国語教育

東南アジアの経済地理的研究

陸水産藻類の植物分類学的植物地理学的研究

東南アジア諸国における外国語教育

東南アジアにおける中国諸方言の研究

東南アジアにおけるゴム加工の調査研究

マラヤの華僑調査

マラヤの村落調査

マラヤの華僑調査

西イリアンの人類学的研究

東南アジアにおける結核の現状調査 と結核外科の指導

東南アジアにおける結核の疫学ならびに化学療法

東南アジアにおける結核の現状調査と結核外科の指導

東南アジアにおける結核の疫学ならびに化学療法

東南アジアにおける結核の現状調査 と結核外科の指導

南方材の調査および研究

同 上

同 上

同 上

同 上
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所 属 職 名 氏 名 研 究 題 目

木材研究所 助教授 農博 西 本
助教授 農博 角 谷
助教授 京大農博 佐々木
講 師 京大農博 佐 藤

食糧科学研究所 教 授
教 授
教 授

防災研究所 教 授
教 授
教 授
教 授
教 授
教 授
教 授
教
助教授
助教授
助教授

農博 秦
農博 葛
農博 岩
工博 矢
工博 石
工博 石
理博 山
農博 一角
工博 若
工博 芦

授 京大土博 南
理博 樋
理博 中
光

西
井
野
崎
原
口
屋
林
田
井
口
川
田

孝 一
和 男
光
怪
忠 夫
善三郎
和 夫
勝 正
溌 雄
安 雄
真 一
睦
実
和 男
良一郎
明 生
博 次
寧

助教麟 与%。 大)野 申 泰二郎

助教授
助教授
助教授
助 手
助 手
助 手
助 手

ウイルス研究所 教 授

教 授
助教授

高 田 雄 次
長 尾 正 志
井 上 豊
松 井 千 秋
鈴 木 有
竹 内 篤 雄
古 谷 尊 彦

医博 東 昇
医博 松 本 清
医博 井 上 幸 重

南方材の調査および研究
同
同
同

上
上
上

東南アジアにおける食糧資源の開発と利用

同
同
上
上

東南アジアにおける水災害に関する調査研究

東南アジアにおける構造物の暴風災害に関する研究

東南 アジアにおける水災害に関する調査研究

東南アジアの地盤地質と地すべ り地の分布型の研究

東南 アジアにおける水災害に関する調査研究

東南 アジアにおける構造物の風害 と震害に関する研究

東南 アジアにおける水災害に関する調査研究

東南 アジアにおける構造物と地盤の震害調査

東南 アジアにおける水災害に関する調査研究

同 上

東南 アジアにおける構造物の暴風災害に関する研究

東南 アジアにおける構造物の風害 と震害に関する研究

東南アジアの地盤地質 と地すべ り地の分布型の研究

東南アジアにおける水災害に関する調査研究

東南 アジアにおける構造物と地盤の震害調査

東南アジアにおける構造物の風害 と震害に関する研究

東南 アジアにおける構造物と地盤の震害調査

東南アジアの地盤地質 と地すべ り地の分布型の研究

同 上

東南アジアにおける熱帯ウイルス病の研究調査

狂犬病街上毒ウイルスの収集

東南アジアにおけるアルボウイルス感染症の研究

学 外 研 究 参 加 者 名 簿

所 属 職 名 氏 名 研 究 題 目

東京大学東洋文化研究所 講 師 築 島 謙 三
東京医科歯科大学教養部 助教授 京大理博 今 立 源太良
富山大学薬学部
信州大学農学部

教 授
助教授

薬博 木 村
菅

康 一

誠
〃 教養i部 助教授 京大理博 清 水 建 美
名古屋大学医学部
大阪大学文学部
大阪外国語大学
〃
〃

神戸大学教育学部
奈良教育大学
鳥取大学農学部

講 師
教 授
講 師
講 師
講 師
教 授

正 垣
甲 田
大 野
矢 野
崎 山
高 木

幸 男
和 衛
徹
暢
理
太 郎

助教授 京大理博 北 川 尚 史

岡山大学農業生物研究所
広島大学教育学部
山口大学教育学部
九州大学教育学部
長崎大学教養部
京都府立大学農学部
〃 教養課程

大阪市立大学法学部
兵庫農科大学
東北薬科大学

教 授
教 授
教 授
講 師
助教授
講 師
助教授
講 師

農博 渡 部

農博 小 林
石 堂
高 木
綾 部
申 野

農博 服 部
水 野

忠 世

純
豊
英 明
恒 雄
秀一郎
共 生
浩 一

教 授 京大法博 神 谷 不 二
教 授 京大農博 佐 藤 孝

東海大学文学部

〃

教 授 薬博 高 橋 三 雄

マレー人村落の自治体制と人倫意識

東南 アジアにおける森林土壌動物

東南 アジアにおける薬用植物

熱帯林の生態学的研究,
タイ国の石灰岩植物

東南 アジアのフィラリア、マラリア、寄生蠕虫
インド東南アジアにおける婚姻規制

ビルマ系諸言語の記述的歴史的研究

タイ国南部の村落社会の変動
インドネシアの言語

東南 アジアにおける教育制度

東南 アジアの苔類

東南アジアにおける水稲栽培の作物学的研究

東南アジアの河川の化学的研究

東南アジアにおける社会教育 と教育事情

東南アジアにおける教育制度

東南アジアにおける教育文化の比較研究

東南アジア諸国における社会構造

東南アジアの水田土壌の鉱物学的研究
タイ国東北部の村落社会のi変動

東南アジアとくにインドネシアの政軍関係

東南アジアにおける畑作の栽培学的研究
フィリピンとタイの薬用資源の化学的研究

(文 学部長京大名誉教授)姻 足 利 惇 氏 繭 アジア・・おけるイ・・的螺
講 師 酒 井 敏 明 東南アジアの人交地理
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所 属 職 名 氏 名 研 究 題 .目

早稲田大学社会科学研究所 講 師
国際基督教大学
花園大学仏教学部
竜谷大学文学部

教 授
教 授
助教授

増 田 与

Newell,WilliamH.

藤 吉 慈 海

口 羽 益 生

京都薬科大学 講 師 京大薬博 布 藤 昌 一
京都女子大学文学部 教 授 藤 原 利一郎

インドネシア現代史の理論構造

マラ.ヤの中国人社会の研究

東南アジアの仏教教団
マラヤとインドネシアの社会構造

タイ国における生薬原植物の採集および研究

東南アジアにおける華僑発達史

京継 業大学鞭 部(京難 難 授)舗 上 田 弘郷 繭 ・ジアにおけ・竹林の生態学的研究

〃 経営学部
(京大繍 授)経博 堀 江 保 蔵 東南アジアの経済的近代化要因

橘女子大学
関西大学文学部
〃 工学部
追手門学院大学
帝塚山大学教養学部
天理大学文学部
〃 外国語学部

京大名誉教授
アジア救ライ協会
国立科学博物館

〃

天理よろず相談所
マラヤ大学

タマサー ト大学

教 授
教 授
教 授
教 授
助教授
教 授
講 師
理 博
医務部長
交部技官
〃

肺外科部長
講 師
講 師

岩
藤

工博 谷
山
伊
申
前

墾
戸

理博 上
小

医博 山
前
桂

本 裕
本 勝 次
口 敬一郎
口 三 郎
原 吉之助
村 孝 志
田 清 茂
下 進
田 圓二郎
野 俊 一
山 博 滋
本 利 雄
田 成 文
満希郎

インドネシアの歴史 と文化

マラヤのイスラム社会

東南アジアの地下資源の調査研究
東南アジアの教育制度の比較研究

東南アジア近代化の比較史的研究

南方華僑史
マラヤ村落における華僑

東南 アジアの地史学的研究

タイ国におけるらいの臨床的病理学的研究

タイ・マラヤの好湿性昆虫相の研究

タイ・マラヤの種子植物の分類地理学的研究

東南アジアにおける肺心臓外科の現状調査
マレー人社会の文化人類学的研究

タイ国におけるアカ語の研究

東 南 アジア 研究セ ン タ ー既 刊行 物 リス ト

1967年6月30日 現在

1季 刊 「東 南 アジ ア研 究 』(1963年6月 発 刊)

第1巻 第1号 ～第5巻 第1号(通 巻19号)

五 年 刊r東 南 ア ジ ア研 究 セ ン ター 所 報』(1964年6月 発 刊)

No.1(1963/64)～No.4(1966/67)

〃.8ε 〃 θ"πoftheCezzte'.ノ 加SoutheastAsia:Studies(1964年10月 発 刊)

No,1(1963/64)～No.3(1965/66)

皿ReportsonresearchinSoutheastAsia(1966年3月 発 刊)

NaturalscienceseriesNo.1;TakashiSato,FieldCプ ρρs27tTlzα ゴ1αアκ41966.

NaturalscienceseriesNo.2;TadayoWatabe,GlutinousRiceinNorthern

Thailand,1967.

SocialscienceseriesNo.1;KiyoshigeMaeda,AlorJanggus,aChinese

CommnzzityinMalaya,1967.

IVSymposiumseries(1965年12月 発 刊)

IRiceCzzltzzreizzMalaya,1965.

皿Japan'SF～ 伽 紹inSoutheastAsia,1966.(絶 版)

皿Water」ResourceUtilizationinSO〃'乃8ご τ∫'Asia,1966.

V東 南 ア ジ ア研 究 双 書(1966年4月 発 刊)

第1巻 棚 瀬 袈 爾 著 『他 界 観 念 の 原 始 形 態 』,1966.

VI雑

HRAF(HumanRelationsAreaFilesの 解 説),1965.
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規

国立学校設置法施行規則(抄)

(東南 アジア研究セソター及びその所長)'第
二十条の二 京都大学に,東 南アジァ地域に関する総

合研究を推進するための組織として,東 南アジァ研究

セソターを置 く。

2東 南アジア研究セソターに所長を置ぎ,教 授をもつ
て充てる。

京都大学東南アジァ研究センター管理委員会規程

(昭和40年4月27目 達示第8号 制定)

第マ条 京都大学に東南アジア研究センター管理委員会

(以下 「管理委員会」とい う。)を 置く。

第二条 管理委員会は,東 南アジア研究セソター(以 下
「研究センター・」とい う。)に 関する次の各号にかか

げる事項を審議する。
一 所長の選考および任期に関すること

。
二 教官の人事に関すること。

三 規程,内 規等の制定および改廃に関すること。

四 年次研究計画および予算に関すること。

五 その他研究セソターの管理運営に関する重要事項

2'管 理委員会は,研 究ヤソターの毎年度の研究報告布

よび決算報告書を提出させるものと秀 る。

第三条 管理委員会は,次 の各号にかかげる委員で組織
・する
。

一 学部長

二 教養部長

三 関係研究所長

四 研究セソター所長

2前 項第三号の委員は,総 長が委嘱する。

第四条 管理委員会に委員長および副委員長を置く。
2委 員長および副委員長は,委 員の互選によ?て 定め

る。

3,委 員長お よび副委員長の任期は,2年 とする。

第五条 管理委員会は,委 員長が招集し,議 長となる。

2前 項の招集は,年一回以上行なわなければならない。

32名 以上の委員から審議事項を示して管理委員会の

開催を求められたときは,委 員長は,す みやかに管理

委員会を招集しなければならないQ

4副 委員長は,委 員長を補佐し,委 員長に事故がある

ときは,そ の職務を代行する。

第六条 議案は,前 条第3項 に定める場合を除き,委 員

長が管理委員会に付議する。

第七条 管理委員会は,委 員の4分 の3以 上が出席しな

ければ開会することができない。

第八条 管理委員会の議事は,出 席者の3分 の2以 上の

多数で決する。・

第九条 委員長が必要と認めたときは,委 員以外の者に

出席を求め,意 見を聞 くことができる。

第十条 管理委員会の事務を処理するため幹事若干名を

置き,総 長が委嘱する。

第十一条 前各条に定めるもののほか,議 事の運営そあ

他の必要事項は,管 理委員会が定ある。

附則

1こ の規程は,昭 和40年4月27日 か ら施行し,昭 和40

年4月1日 から適用する。

a京 都大学東南アジア研究セソター規程(昭 和38年 達

示第1号)お よび京都大学東南アジア研究セソター管

理委員会規程(昭 和38年 達示第2号)は,廃 」1二する。

東南アジア研究センター組織内規

第一条 この内規は,.';東南アジア'研究 センター(以 下

程

「研究セソター」とい う。)の 内部組織について必要
'な事項を定める

。

第二条 研究セソターに運営委員会を置く。

2運 営委員会は,研 究セソターの業務の運営に関する

事項を審議する。

3運 営委員会は,次 の各号に掲げる委員をもって組織

する。
一 所長

二 専任の教授

三 関係部局長から推せんされた教授各1名'

四 研究担当教官のうちから所長が委嘱した者

4前 項第四号の委員の数は,同 項第三号の委員の数の

3分 の1を こえてはならない。

5第3項 第3号 および第4号 の委員の任期は,1年 と

する。ただし,再 任を妨げない。
'6運 営委員会は

,所 長が招集し,そ の議長 となる。た

だし,所 長に事故があるときは,・総務部主任たる委員

が議長となる。

第三条 研究セソターに総務部,人 交 ・社会科学部およ
び自然科学部を置 く。

2部 の業務は,次 の各号に定めるとお りとする。
一 総務部 研究交流計画

,研 究者養成計画の立案,

,実 施および連絡調整ならびに研究資料の収集,整 珪
および保管等に関すること。

二 人文 ・社会科学部 人:文・社会科学的調査研究の

立案1実 施および連絡調整に関すること。

三 自然科学部 自然科学的調査研究の立案,実 施お

よび連絡調整に関すること。、

第四条 部に主任および副主任を置く。

2主 任および副主任は,運 営委員会の議を経て,委 員

のうちから所長が委嘱する。

3主 任は,部 の業務を総括する。

4副 主任は,主 任を補佐し,主 任に 事故があるとき

は,そ の職務を代行する。

第五条 人文 ・社会科学部および自然科学部にそれぞれ

の調査研究計画の遂行上必要な場合には,班 を置 く。

2班 はそれぞれの調査研究計画を立案し,実 施する。

3班 の組織については,運 営委員会の議を経て所長が

定める。

第六条 調査研究計画の効率的な実施をはかるため,必

要に応じて所長は,:専 任教官および研究担当教官によ
る合同会議を開くものとする。

第七条 研究担当教官は,関 係部局長の推せんのあった9

者につぎ運営委員会において選考する。

第八条 所長は,運 営委員会の議を経て他大学の教官等

に研究協力を依頼することがでぎるb

第九条 所長は,運 営委員会の議を経て大学院学生等に

調査研究の機会を与えることができる。

第十条 この内規の運用に関する隷旧については,運 営

委員会の議を経て所長が定める。

附則

1こ の内規は,昭 和40年5月11日 から施行し,昭 和40

年4月1日 から適用する。

2東 南アジア研究セソター組織運営内規(昭 和38年6

月4日 制定)お よび東南アジア研究センタF・・運営協議

会内規(昭 和38年6月4日 制定)は,廃 止する。

附則

この改正内規は,昭 和41年5月24日 か ら施行する。
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表紙:カ レン族 の少女


